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に
経
済
視
察
団
を
迎
え
経
済
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
、
10
月
に
は
県
と
共
催
で

中
国
内
陸
部
の
各
友
好
交
流
都
市
へ

経
済
訪
問
団
を
派
遣
し
た
。
19
年
は

引
き
続
き
ア
ジ
ア
地
域
と
の
経
済
交

流
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
姉
妹
都

市
五
十
周
年
を
契
機
に
米
国
サ
ン
ノ

ゼ
市
地
域
で
も
持
続
可
能
な
経
済
協

力
の
枠
組
み
を
構
築
し
た
い
。 

   

■
　
岡
山
み
ら
い
会
議
か
ら
示
さ
れ

た
都
市
像
「
水
と
緑
が
魅
せ
る
心
豊

か
な
庭
園
都
市
」
を
受
け
、
今
後
ど

こ
に
力
点
を
置
き
、
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
の
か
。 

■
　
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
多
様
で
豊

か
な
環
境
を
保
全
し
、
後
世
に
伝
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
高
度
な
都

市
集
積
と
豊
か
な
自
然
環
境
や
田
園

が
共
生
す
る
都
市
づ
く
り
を
進
め
た

い
。
人
々
が
安
心
し
、
生
き
生
き
と

健
康
に
暮
ら
せ
る
独
自
の
総
合
的
な

福
祉
の
仕
組
み
を
、
健
康
・
医
療
・

福
祉
・
環
境
・
教
育
な
ど
各
分
野
の

連
携
と
、
市
民
や
民
間
事
業
者
と
の

協
働
作
業
で
構
築
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。 

   

■
　
総
合
保
健
福
祉
施
設
建
設
事
業

（
金
川
病
院
併
設
）
の
基
本
構
想
が

策
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
と
今
後

の
予
定
は
。 

■
　
地
域
性
と
少
子
高
齢
化
に
対
応

し
た
保
健
福
祉
施
設
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
御
津
地
域
及
び
建
部
町
・
瀬

戸
町
と
の
合
併
後
の
北
部
エ
リ
ア
全

体
の
視
点
を
念
頭
に
検
討
す
る
こ
と
、

ま
た
、
中
心
と
な
る
金
川
病
院
の
整

備
と
運
営
手
法
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
分
析
・
検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て

い
る
。
平
成
18
年
度
内
を
目
標
に
基

本
計
画
を
策
定
し
、
19
年
度
以
降
の

調
査
・
設
計
の
実
施
に
向
け
努
力
し

た
い
。 

   

■
　
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
と
教
職

員
の
健
康
管
理
の
た
め
、
平
成
19
年

度
か
ら
市
内
学
校
園
の
敷
地
内
全
面

禁
煙
を
実
施
す
る
が
、
禁
煙
化
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。 

■
　
16
年
４
月
か
ら
学
校
建
物
内
禁

煙
を
始
め
、
18
年
11
月
現
在
、
全
幼

稚
園
、
九
二
％
の
小
学
校
、
六
八
・

五
％
の
中
学
校
な
ど
で
敷
地
内
ま
た

は
建
物
内
で
の
禁
煙
を
実
施
し
て
い

る
。
教
職
員
に
は
、
全
面
禁
煙
の
実

施
前
後
に
禁
煙
の
研
修
会
や
禁
煙
相

談
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
、
保
護
者

や
地
域
の
関
係
団
体
に
は
、
文
書
配

布
や
校
門
、
体
育
館
等
へ
の
禁
煙
表

示
で
協
力
を
呼
び
か
け
た
い
。 

       
■
　
保
育
園
民
営
化
の
①
必
要
性
は

②
現
時
点
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

す
る
理
由
は
。 

■
　
①
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
と
良
質
で
持
続
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
は
民
間
の
効
率
性
と
柔

軟
性
が
必
要
で
あ
り
、
熱
意
あ
る
民

間
事
業
者
の
参
入
に
よ
り
保
育
の
質

も
向
上
す
る
②
本
市
の
経
過
や
他
都

市
の
実
例
か
ら
、
市
民
参
加
で
民
営

化
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
た
め
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
。
策
定
後
、

市
民
に
十
分
説
明
を
行
い
、
対
象
園

選
定
か
ら
民
営
化
ま
で
十
分
な
移
行

期
間
を
設
け
る
こ
と
で
、
保
護
者
の

選
択
の
機
会
を
確
保
し
た
い
。 

   

■
　
市
民
事
業
仕
分
け
と
庁
内
事
業

仕
分
け
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
度
に

向
け
た
改
善
点
は
。 

■
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
棚
卸
し
に
当

た
っ
て
は
、
施
策
の
ニ
ー
ズ
や
成
果

指
標
を
よ
り
明
確
に
し
た
い
。
市
民

事
業
仕
分
け
は
、
公
募
市
民
評
価
者

が
参
加
し
や
す
い
よ
う
参
加
回
数
等

の
希
望
を
取
る
。
ま
た
、
男
女
比
率

や
職
業
区
分
比
率
を
よ
り
適
正
に
す

る
た
め
団
体
推
薦
の
市
民
評
価
者
を

増
や
す
。
庁
内
事
業
仕
分
け
は
、
協 

                  

議
の
過
程
で
現
地
訪
問
や
担
当
者
と

の
意
見
交
換
な
ど
を
強
化
し
た
い
。 

   

■
　
平
成
18
年
６
月
に
Ｊ
Ｒ
吉
備
線

Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
の
素
案
を
策
定
す
る
方
針

が
示
さ
れ
た
が
①
素
案
の
策
定
時
期

は
②
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
の
課
題
は
。 

■
　
①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
に
は
「
地
域
総
合

交
通
戦
略
」
の
策
定
が
必
要
だ
が
、

19
年
度
初
め
に
国
か
ら
そ
の
内
容
が

示
さ
れ
る
た
め
、
交
通
戦
略
の
前
提

と
な
る
素
案
の
策
定
は
19
年
度
以
降

と
な
る
②
主
に
事
業
費
や
役
割
分
担
、

沿
線
住
民
の
理
解
、
沿
線
の
道
路
整

備
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
今
後
、
交
通

戦
略
策
定
の
中
で
議
論
を
深
め
た
い
。 

   

■
　
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
向
け
た
本
市
の
取
り
組
み
は
。 

■
　
現
在
五
十
二
の
地
域
で
、
安
全 

・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
組
織
化
さ

れ
、
主
に
防
犯
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
。
今
後
は
、
防
災
・
福
祉
・
環
境

分
野
へ
も
活
動
が
広
が
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
ま
た
、
各
地
域
の
成
功

事
例
や
市
が
提
供
す
る
情
報
を
活
用

し
て
、
自
発
的
に
活
動
し
て
い
る
地

域
を
「
モ
デ
ル
地
域
」
と
位
置
づ
け
、

地
元
の
意
向
や
自
主
性
を
尊
重
し
な

が
ら
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
活
動

を
支
援
し
た
い
。 

み
ら
い
会
議
の
提
言
を
受
け
 

都
市
と
自
然
の
共
生
を
推
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総
合
保
健
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設
建
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事
業
 

本
年
度
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画
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定
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地
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面
禁
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来
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度
か
ら
実
施
へ
 

Ｊ
Ｒ
吉
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の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
 

来
年
度
以
降
に
素
案
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策
定
 

安
全
・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

地
域
の
自
主
性
を
尊
重
し
支
援
 

保
育
園
民
営
化
に
向
け
 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
 

事
業
仕
分
け
 

来
年
度
に
向
け
た
改
善
点
 

公

明

党

立体化に向け動き始めた国道2号バイパス 

地域の里山として環境・景観を保全（吉備中山） 
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市民市民の幅広の幅広い意見意見を行政行政サービスに反映反映 
（市民事業仕分市民事業仕分け） 

市民の幅広い意見を行政サービスに反映 
（市民事業仕分け） 

経済交流経済交流により一層一層の国際化の国際化を推進推進 
（洛陽市洛陽市にて） 

経済交流により一層の国際化を推進 
（洛陽市にて） 


